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１０月～１１月秋の組合員拡大がスタート 
組織を強化・拡大し、要求闘争を前進させよう 

全国の仲間のみなさん 

コロナ禍の情勢の下で、建交労は本日から秋の拡大月間（10月～11月末）を設

定し、「全国で 1,000人の組合員純増（年間）」の目標達成に向けて奮闘すること

を秋季年末闘争方針で確認しています。 

新型コロナウィルス感染拡大が収まらない中で、現在日本経済は大きく停滞し

ています。飲食・観光業などでは中小企業を中心に破倒産が相次ぎ、コロナ関連

の解雇者は全国で 6万人以上に上っています。そのほかにも各産業・業種におい

ても賃金引き下げや休業が労働者側に押しつけられています。このままでは冬の

一時金にも影響が出ることは必至です。コロナ禍によるしわ寄せを労働者に与え

ないよう、雇用調整助成金の活用や中小企業の経営を守る支援強化（助成・融資）

の世論を広げるために県労連や地域労連の仲間と共に行政交渉や街頭宣伝にも

とりくむようにしましよう。 

こうした情勢を踏まえて秋闘では、21 年春闘要求を作り上げる 10 万人アンケ

ートの集約、年末一時金闘争（10 月 14 日いっせい要求提出日）の推進などの経

済闘争に旺盛に取り組みましょう。各県本部・支部の定期大会では、要求闘争の

前進を図る方針議論と共に拡大目標を設定し、下記の 5つのとりくみを参考にし

て、具体的な行動計画を練り上げましょう。すでに秋闘・テッシュビラ（下記）

を各組織に送付しています。統一行動ゾーンでの宣伝行動や拡大対象者に配布し

ましょう。 
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